
 
 

 
 

 

 

高知労働局第 14 次労働災害防止計画について 
 
高知労働局（局長 中村克美）は、令和５年度から令和９年度までを取り組み期間

とする高知労働局第 14 次労働災害防止計画(以下｢14 次防｣という。)を策定したので

発表します。 

 

１ 14 次防について 

（１）目標 

高知労働局及び労働基準監督署、事業者、労働者、関係者等が一体となっ

て、一人の被災者も出さないという基本理念の実現に向け、「Safe Work 

KOCHI」をキャッチフレーズに 9 つの重点事項に取り組むことにより、 

・令和４年（13 次防最終年）と比較して、令和 9 年において死亡者数を５％

以上減少させること、死傷者数を増加させないこと 

・13 次防期間中(平成 30 年から令和４年)と比較して、14 次防期間中(令和５

年から令和９年)において死亡者数を５％以上減少させること、死傷者数を

増加させないこと 

を目標としています。 

  （２）重点事項 

    ①自発的に安全衛生対策に取り組むための意識啓発 

    ②労働者の作業行動に起因する労働災害防止対策 

    ③高年齢労働者の労働災害防止対策 

    ④業種別の労働災害防止対策（建設・製造・林業・陸上貨物運送） 

    ⑤労働者の健康確保対策 

    ⑥化学物質等による健康障害防止対策 

    ⑦交通労働災害防止対策 

    ⑧外国人労働者に対する安全衛生対策 

    ⑨個人事業者等に対する安全衛生対策       （別添資料 １、２） 

 

 ２ 第 13 次労働災害防止計画(以下「13 次防」という。)について 

 （１）13 次防(平成 30 年から令和４年)の結果 

・死亡災害について、令和４年において平成 29 年に比べ 15％以上減少させる

という目標に取り組み、12.5％の減少という結果でした。 

・休業災害について、令和４年において平成 29 年に比べ 5％以上減少させる 

という目標に取り組み、143.9％の増加、業務を起因とするコロナ感染者を除

くと４％の減少という結果でした。 

 



 
 

 

（２）令和４年の高知県内の労働災害発生状況 

①  死亡災害 
〇 労働災害による死亡者数は７人で、令和３年と同じでした。 

〇 死亡者数の業種別内訳は、製造業２人、建設業２人、林業１人、陸上貨

物運送事業１人、商業１人となっています。 

②  死傷災害発生状況 
〇 労働災害による休業４日以上の死傷者数（以下「死傷者数」という。）

は 2,390 人で、令和３年と比べて 1,426 人の大幅な増加となりました。 

〇 業種別の死傷者数は、保健衛生業(1,509 人)、建設業（207 人）、製造

業(180 人)、商業（124 人）、陸上貨物運送事業（88 人）などとなってい

ます。                     （別添資料 ３） 

 

 

 

別添資料１ 高知労働局 第 14次労働災害防止計画（概要） 

別添資料２ 高知労働局 第 14次労働災害防止計画 

別添資料３ 令和４年における労働災害発生状況 

別添資料４ 「Safe Work KOCHI」をキャッチフレーズに労働災害防止に取り組みましょう 

 

                        ※ 「Ｓａｆｅ Work」とは「労働災害を防止し『安全･安心』な職場を実現 

                        する」との意思を示すものであり、ILO(国際労働機関)においても 

使用されているフレーズです。 

 

休業４日以上の死傷者数の推移（全産業） 

死亡災害の推移（全産業） 


